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覗明i/1る事を示 した・ 此の二つの環理に俵 つて
考へたものが,Thom册・Fermiの原子模型 であつ.







明され、鞭 示、てn、.皀嚇 常噺 明・・多醐
i問題 は 可 な り詳 し く 且つ非 常 に準 易 に窺 明 され て ゐ
る・ 然 し是 等の 凡 て は綜 説 的 の8の な るがtdcr3E細
は 原 交 に譲 る.&$13原文 の 篥2戳 に於 てFipoa」Fig
2bと は 入 れ 替 へ ら るべ きを 注 意 しで 置 く一 即 ち
原 丈 のFig23は 無 睡結 合・を 生 中 る翁 合 に於 け る雹
子 密 度 曲 線 で あっT.rigairは之 を生 じな い時 の 電
子竇 度 曲粮 で あ る.(李)
2.電 離 せ る ハ ロゲ 冫化 水素 の 塀 スペ ケ トル
〔1〕臭 化 水素 帶
F.Norling.2.Physik,9S,1i9.88(1435).
ハ ロゲ ン化 水 素 の 赤 外 に於 け る廻 轄 帶 及 び廻 縛 撮
動 帝 は古 くか ら研 究 せ られ τ居 るに反 し,未 だ 可観
及 紫 外 領 城 に於 げ る帶 スペ ク トル の研 究 は甚 だ 少 数
で.只 紫 外 領 域 に於 け る連 穎 的 吸 收 スペ ク トルが 知
られ τ居 るの み で あ る.Brice及Jenkins[Nature,.
1E3,944〔1920)]はHC訌虱斯 中 の放 電 管 に於 τ紫
外 領城 に 或 る 鼓光 帶 を 認 め たがIKWp〔ZPhy述k・
67,7(IA3]》)は是 を分 祈 して,電 懸 廿 る鹽 化 水素 節
ちHα+の 讐Σ一2nl系 に 馬 す る鞭 系Pあ る事 を明 か
に した・
1臭 化糠 の{胱 掴 クトル蹴 τはWeizel,w。蹟
及Siukele〔Z.phyg.CAemLB,10,4uO(1930)〕は
放 電 管 中 に於 τ波 形 の漣鱗衰スペ ク トル を得 江 が,著
者 は 同 じ 放電 管 の 陰 榧 駁光 に於 τ 著 しい 駁光 帯 を
見 出 した・ 而 して 其 の ゆ 真3272,(`=_=n'/r,▼'i,
a3582(三Σ→gn1'gサ'」躍1),a3#2肛(雪Σr2n『ノ2,ワノ昌0)
及13i6?(2Σ噂2R匪ん 〆畠G)の 四個 のFit="aRて徽 細
構 造 分析 を施 し・ その 縞 果 を鹽 化 水 素 の 螢光.騫と比
核 しr_.是 等 の 發 光 帶 も 亦 鞭 化 水 素 の 場 合 とranじ
く,電 離 せ る臭 化 水 素帥 ちIllir*の9Σ→=n.系 に
腐 す る箒 系 で あ つ てP二 重 項 間 の 閻}靄はSICI*の
644cm-1に對 し,HBrト は26δ3cm一↓で あ る・次 に
求 め られt.IIRr*の慣 性 能 奪1及 原 干 核 間 の距 曜
rを 表 示 すれ ば 宍 表 の 如 し・(但 し 振 動 量子 鍛 ♂ の
直 は倶 宣 上 の もの に て,正 しい 箙 は宍1二研究 せん と

















Yaulio、.。方法 よつ。。る脈 あ、、・遊 颶 。1(北川,
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122. 抄 織
.5..光分 鯖 に 依 り生成 され ‡=・る遊 離基 の檎 出 に
黝 す る ベ ラ オー ル ト水 葉 韓 移 の 廱 用
W・WesもJ・Am・Chem.Soc..57.】{31-34〔1935).
パ ラ オー ル ト.永素締 移 に對 し 常 磁 性 體 が觸 媒 的 に
鋤 く事 は よ.〈知.られ τ ゐ6.事實 で あ つ でA・F臥 「kas
は彼 の著 番 の 中 に之 を利 鬼 しτ遊 菴 墓 の機 禺が 禺 来
る 事 を 逋 べ て ゐ る・ 本 詮 女 の 著 者 、はCH3T・
CllltiCOCIl:、CH3(;H2CHb」壁び ぐ1濫1.lsに光 を常 τ た
揚 合・に遊 壌基 が 出来 るか ど うか 調べ る の に この方 法





等 寧熱 觚 導 度 の測 定 を不 正確 に す るか ら客 等 は 漁 あ
幽 來 ・るだ け除 くよ.うに工 夫.し叉 疱 粍 な る補 正 を 加 へ
た・ さτ 實験 の結 果CH3且 及 こドAcetp'neめ毒持合 は
t'tラーオ ル ト 轄 換 が 畦 に 冤 め らtlる が,pr・pi`・ny!
alde毎}'de及びC,ikに 於 で は穂 移 が 殆 ど.全く 認 め
られ.なか つ たの で あ る・ 卵 ち前 二 者 の 暑 合 は光 に よ
つ τ常 磁 住體 を生 じ たの で あ る・ そ し'ζこ の常 磁 住
恐 が 遊 雑 差(ヌ.は深 素 原 子)で.ある4自ま疑 ふ 畭 地 が な
t.■・発 を鴬 て た塔 合・のncetongとp【opion)/11aldelLy"e
の.パラーtル ト轉 換 に對 す る擧 動 の 差 はNorrishや
P2琢ln..が他 の研 究方 法 に よつ て 得 た 結 論 と よ く一
致.して ゐ.る・ 即 ち.NorTLshに佐 れ1ポ浦 帥 頴cke巳。ne








簾 い ものである・3LPan・cLの鋤 二よる遊雛纖
Wの方抹を用ひた.penrsonの實讖 によれば.nmkme
に光 を常てrsの によつては鏡面は腺かれる 〔卵ち
芝篷基が存在する)がpropiony]aklchydeに光を常
.てた.ものによつては鏡面の除崇はその程凌が甚だ弱
い.之 は著看の窯驗結果と全 く一致するもの で あ
る,(田村)
4.ニ ツ ケ ル鰐 媒 の パ ラーオ ル.卜水素 輸 移 能 .
の 加 熱に よ る影 響 韮 び に 昌 ツ7Aの
自 燃性 に及 僵 す加 熱 温 度O影 響
G.Taznmann;Z.anorg.Chem.,224,.23一一.8(1930.
自爆 性 を有 す る金 磁 粉 末 住之 を熱 レ'z,或一 定温.
度 に逵 す る と その 自燃 姓 を失 ふ・ 著 者 は ニ ツケ ル粉
末 を 昌 ヴ ケル、箔 の 上rす る.とパ ラ.一f}Hト水 素嬉
.移逋 度 を 減 ψ.するが,そ の 温 度 は 丁 度.自爆 性 が 誠 少
す る ときの 温 度 と同 一 な る事 を見 た・此 の婚 合 刷 媒.
は宍 の 如 く製 し た・ 昌 ツケ.ル管表 面 を空須rl1で熱 し
τ酸 化せ しめ,次 に水 素 氣 流 巾で 再 謔:熱す る と,ニ
ッヶ ル管 蓋 面 が 細 鰍.と なつ て邇晃 され る・ この方
1法に 由つ て作 られ た 昌 ツ ケ ル を鱗 媒 と.しτ 使 用 す る
の で あ るが ・.共の粒 干 の大 き さは 始 め 【三.作ら.れた醵.
牝 ニ ッケ ル層 の 厚 さ,及 び(持 に)邇元 温 度 に囲 係 す
る.もの で あ る・ 遞 元:W度は340。以 上 に した.そ れ は
〔F,GL觀r,Z.anゆrg.Chem.3fi,18(1903)〕それ 以
下 の 温 疫 で は 逡元 速 度 が 非 常 に.緩漫.なるが 爲 で あ
る.・斯 俵 に しτ得・られ た る3の 觸 媒 を種 々 の温 度
に て蓮 繧 約 に加 熱 し,パ ラーオル ト 水素 樽 移 の能 力
をbの 變.化のHalbwer【szeitを以 つ て.確定 す る樣 に











T1:4.10ｰで滅 少 し始 め,soo。以 上 で は活性 は共 に
非常 に球 退 ず る・ 吹 に 蓚醸 昌 ツ.ケル を水 素 氣流 中 で
熱 す る と き300ｰ以下 な らば 良燃 性 の,39pｰ以 上 な
らば非 臼難 注 の 昌 ツ ケル を得 る こ とが 禺來 る・ 〔q.
Tam匝跏na.V・¥ikitin,..Z・gnorgLChem・7135.20ユ
〔1J?9)〕.enち自雌性 の 喪 失 は3iO-390ｰの間 、に於 て.
葦:起され るが.賦 瀁 せ る觸 媒 の 接觸 作用 も350ｰから
懐 少 し始 め る 斯.くの如 く自感住 喪 失 の温 度 と活 性
.觸渫
の 活性 康 の減 少 の温 度 と.が一致 す. るこ とは,觸
.喋の この 二 っ の變 化 の道 程 が 同 一 な る こ と を暗 示 し
Tea・ 即 ち 自慣住 の喪 失 は 潤 媒 粉末 の表 面 の 減 少.
に よ る もの で あ るか ら活i主度 の 減 少 ら.之に俵 るaの
.tして ゐ る・ 表 面 減 少 の起 るilll$IZ加熱 の際 に展 挫
曲線1星よ曲綟2よ う も.
活 書生な る もの で,よb活
性 な る もの.は.より小 さい
正hlbwertsze言kを有 しで 居
る・.而 して 斯 る もの は
850。Cで活 性 は 減 少 し始
め るが 法性 度 の 弱 いaの
一41A一
'






5.2CO書CO2+Cな る 反鷹r二對 す る 】v,の
觸 媒 能 に 及 藩 す 強 磁 性 遷 移の 影 響
∫.A,Ilcd了a1iロ響F.Sandfon3,Z・pLysik.
Chcm.〔B〕,23,4u5一一ti3(且93ろ).
著者 の 一 人II氏 は 觸 蝶 の 磁 性 状 怨 と其 の觸kKHC
との 闘 係 を研 究 して 來 て ゐ る.が・ 本 論 丈 は 其 の第3
報 を な す も.のであ る・
屑 煤のNiは 塊 粒 状 の 金 馬Niで あ つ て,本 貸 験
には 不 純 物 の 讎 及 其 の 含 有 量 醜知 の 四 樋 類 の.試料
を使 用.した・ 觸 媒能 は 流 動 法 に ょ っT1.Ocmafmin
な る流 逋 でCOを 潤 媒 に 輝 す る 時 に ・ 理 論分 解 量
に對 す る.實際 の分穉 量 の%.を以 τ した.磁 性 の變 化
は前 報〔Z・p6ysik.Chem.・[B1,2?,isc(L934)〕と
同樣 な る方 法 で姜 した.即 ち電 磁 天 秤 に使 用.する償
却 ソ レ!イ ドに流 れ る所 の電 流 を 以 で した ・實 験 方
法 は觸 蝶 にCOを 薀 じな が ら系 の温 度 を1。ノminの
罰 合・に上昇・せ しむ る際 にTRはれ る磁{生變 化 と觸媒 能
の變 化 を測xす るの で あ る・ 實 譲 結果 の 一 例 を畢 げ








窃 釦 」 脚 脚 卿
磁性の變化を示す・ 即ち360。附近に於て強磁性 よ
う常磁性5の 蓬移(キ渦 り一點)があるが,共 れに.帽
歴する觸媒能の變 化が現れでゐる・闘に於τ點線は















r匿 ■ 冒 ・ .'凾口
1


































才ル トー κ ラ邏移が一100。Cに於いτ20%滅少す
ること,Ii型のは更 に 《型の豹8倍 の毒作用を呈
toこ と、及びA型 の吸着速度の禦駐値と其の理論 レ
的計算値 〔貰測 されたる活注化裏ネルギーを有する
猟體分子が表面(面積既知)1;蛋突する時には何の分
子 も吸着せ られ ると假定して計算 した〕 とが大體一
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744: 抄 罎 一.
vand¢rRgals二の 吸 宥 .を行 ぱ し φ.茸.どこ ろ 著 し く.吸
着 量 が 減 少 しr_こ.と.等o.)事實 、を 指 摘.して 居 る ・(遠藤1.
'.心..』7





1著看等}ホ輩 ダφ麟 曝壕董三於Nam. .Cu,Ni・
地 夢 。ゴ等ぺの難 並に霧 卿 σNの 鰍 囎








雌 ゆ 鬟趣 糠 琳 競で嘩 騨 摩,.rits
雌;Tは 繃 温度・.呼雌 麗曝 さ・bは氣齦
金羇の兩者に椿有の恒數である・.(1)弐は其の後種











を導 き.,此の式 に よれ ば 低 壓 の 部 分 も完全 に設 明 し
得 る亭 を示 しr_.'
著 者 は禽 鐵 の 單 結 陥 に つ.き:擴散 速 度 を 測 定 し7通
常 ρ舞 と.犂どゆ 一 の 暉 を 得 た・ 從 つT一 般 に辱 々問
題:.と:きれ る撰 散 の性質 醸 庇 ② 場 臼.grainLovndary







&多 孔 質 吸 着 劑 に 對 す6鰈 の 吸 着速 度 に就 て ・
G..Pamk/bhl賣r,1Z.phy5ik.qhごm.〔A〕,.『.
..1.且74,f222.ん33':(1935).冨.一
争 滑 な る吸 宥劑 表 面 に對 す るLaa窪muirの吸 着理
論 よ り吸 着蓮 度 を 求 む れ ば
ロヘ ヘキ し ロへ 　　リ ロヘ へ 　う ロ　 ロコココへ ら ロ ド 　 コゴ ド　 ノ ザ ヘ ロ　リロ
斗 讐 一t・.(ITet)一・et・:(・)
茲にNoは 單位表面にある.吸着申心の數,,.N..1まアウ`.
tv・'eM・.ettま輔q・ 於級 著 され嬢 畔 分・
aは收容係數}匡 は單位蒔間罫單位表面1二衝突する
分子數・・.は瞬 畷 著肝 の羅 艇 屯 弓・.q)
.を積分すれ:ば次の如 くなう・ ..
eノ三〇(【一。一〇り . .CL')..




しTkの 氣體を吸宥せ しむる場合,決 しτ上の如
瀬 鯛 岼 鵆に蓮 幃 い啣 調 知め如.くセ酵 ・.
夫故斯 くの如 き多孔質吸著劑の構造を細い内徑の毛




















r・ 一 ・謡 諾 ≡1羃………(・
一920




・式唹 ・・購 問眦 例#as・(　(,,)㍉引 ことも臟 してゐる卩
D鳴d』は吸 苔量(分 鼓 で示 す)で あ る・
之 を午 滑 表 面 に對 す る式(2)と 比 映 す れ ば 圓 の如.
くで あ る・
(の式 の各 量 に對 しτ
適 常 な る數 値 を 代 入 し・
*炭 に對 す るE7Berlu・
ENeingaedner[本誌,
9.216(昭和10年)抄 簸
番 照 】 の實 験mを 代 入 せ る處,例 へ ば木 炭 に對 して
毛管 の長 さ梺 均0.3cmの如 き値 を得 た・ 又 木 炭 に對
す るCO,及 び¥[isの 吸 特遖 度 の測 定 溘 σ.Giesen)
と著 者 の理 論 値 とを比 較 して略 寿一 致 を示 した,
(窪川)
9.磆墅 鍛 水 溶 液 に對 す る木 澂 の作 用
丁.R.Aolam&W.A.phi皿ip5,T【ans.Fared.
飾c,.31.1411x.53(19Ra)・
金 周 鹽類 水 溶 液が 木 炭 の 接 弱 に よ り邇 元 せ ら る 、
.二とは 古..くよb知 られ た 事 實 で あ る(「Lrre皿dlich.
K叩i【.latcheniie,i,.',29(1930),・木 炭 の 蓮 元 性 の 現
れ る原 因 と しで 康 化 水 業 或 は 水 素 の 存 在 に よ る もの
で あ る と考 へ られ て 來 た が 、最 遲.Heymann,Salon。n
及KieRer(Z・anorg.Chem.,187.of(1930))によ
り炭;農自體 ゐ1斯力、る場 合 遘量元性 あ る こ とか確 め られ
た,
現Aに 三至る迄 銀 鹽 類 に對 す る木 炭 の作 用 は 精 密 に
研 究 され た例 を見 ない の で あ る.Morawi匡z(Kolloid.
Heih.置・301(1909-1910冫}は擁 酸 銀 或 は醋 酸 銀 溶
液 を木 炭 に接,gaせし.める と溶 液 中 の穀 の量 が 念 激 に
滅 少 し後徐 々に長 時 間 に わ たつ で減 少 す る.こと を覯
τ ゐ る・.嗇叉 灣 液 中}_酸の1成 を戴 察 しr_.Bartell
及rlillerIJAm.Chem,Soc・・45,】工06(1D23))は
硝 酸 鍍,硫 酸 鍛,酵 數 に就 τ砂 糖 よ り邉bた る木
炭 を 作 用 せ しめ,箍 薄 溶 液1二於YFSh'性で あ るが 濃
厚 漕 液 に於 τ は 酸 の 生成 を觀 て ゐ る.Ruff,EberL及
inn(aanorg,C4cm.,170,49(1928))は硲 酸銀 溶
液 或 は 之 に硝 酸 を 加へ た る もの を接 觸 せ し めた る木
選 のX線 興ペ ク ト～レ を と り金 屬銀 の特 性 で あ.る干
渉 線 を得 て ゐ る.'
R'culet(BaU.Soe.chin.Belg.,92,1Ai(10:32))
噬茖 砂 椿 炭 に誚 酸 銀 の 一uが 單 に吸 管 され ると云 ふ.
　 吸管峭瓱銀り量は震盪時間に餘
ア ら
b影響 しな い が,逡 元 量 は時 間liよつ τ非 常 に異 な
b,初 ε塵度0・0992M及0.4803.N!,.の場 合.L:.蔭ま 時間 と
共 に念 激 に.」曾大 し1grの木 炭 に 對 レτ 約1'260micr`[・
eqtiivalents(24hrs～lmont6)を示 した.併 しO.9551t
の塒 合ぱ 朗 と反 對 に 減 少 ナ る・ 後 者 の揚 台・は恐 ら く
生成さ毓 遡 畷 塗 興 との颶 が起るζとに.
超因する.ものであらう..邂元は定限なく續行するも


























櫨燦が大になつτ も同様であると考へ られ る・






























.m.固 賤 衷面 上 に 軍 奇 于 層 を運 次 に沈 着
せ しめ て 得 ら.る.L薄膜
K・B・Blodgetl・∫・Am・Ch㎝・Sec・・
57.100ア～2コ(1935)・
畢 一 分 干層 の 浮 べ る水 面 を横 切 つ て 固 體 面 を上 下
す 着亭 に よ う逑 次 その分 子 厨 を水 面 よ ら固體 面 に移
行 附 着 せ しめ碍 る・ 而 も200贋以 上 に も皿 ね る夲 が
可能 であ る,囲 體 面 と.して 峭 子 及 びCr、Ni,眞鍮,・










從づ ζー出來t薄 膜の構造は,普 通膿肪瓰の緕晶に見
ちれる如 く各贋の分子は交互に.その方両を異にして
ゐ『ふ(本 鶴第11卷(紹)51参照)こ れをY・飢mと 名
づけ,pH7・0以下φ時生ずる.・O,)上昇の際には分
子層は瀞づ.て附符せか下降の際のみ附箸し,從つて






.τ計算 し翠一暦の厚さ 師ち分子の艮 さが解る・重昌









爾 熱 に よ る層 の變 化 を 檢 す る に1例 へ ばCa-
stcarateに就 τ は100。に て50分間 保 つ と.約20%摩さ
を減 少 し透 明 で は あ るが 表 面 に て光 の散 亂 す る樣 に
な る.更 に膜 の融 黠近 く150。Cにす る と色 は 褪 せ τ
不 透 明 とな る・ 押 廷ぱ され て ゐ る分 于が 温 度 上 昇 に
よ るmoleCU【"rggitationによ り正 常状 態.にもど る・
その 爲厚 さが 減 少 し,ヌ 横 に膨 服 す る力 に よb.恰も
氷 結 せ る湖 面 の知.くPTessureridge(壓力 に ょ る山}
を生 じ光 の敬 亂 が 起 るの で あ ら う・ 久 耳 さの 誠 少 は
厨 問 に あ る水 の 蒸 發に よ る と も考 へ られ る.(ホ渡)
岬一 ～.
11.浮游 邏 鋸 の 理蹌 に.就て
tFo,O>rwuld,2.pfiysiA.Chem.(A).
173,3!1:3-400〔13&5).
此 の 論 夊 は著 者 が 浮 游 選鐵 に 関 し,1:0110id-2,誌
上 に鼓 回 に亘 つ τ 發 表 せ る給 果 を継 め て 簡 單 に述 べ
raも の で あ る覧
著 者 は 彼 の 唱 へ る7。 一 テ ー シ ヨ!の 線 釈 吸 眷説
は決 して1¥'ark,Si副α 等 の 考 へ る如 く在 來 の膜 状
吸 着読 と對 立の 立場 に あ る の で は な く,夂 熟 力學 の
.法則 に反 す る もの`ピ.もな い1こ れ を更 に改 莨せ る も
ので あh,固 帽,液 櫓,氣 櫓三 棺の 境 界線 を 考 へ た
書 合 に對 す るL{mgm肛鶏Hu.kinsの吸 管挽 を遘 用 し
た結 果 で あ る と して ゐ る・
ヌ鐐 石 は 氣 泡 と境 界 膜 で な く,境 罫 醸 に よつ て 錘
著 しτ 居 る・著 者 に よれ ば,と の境 界線(又 は 唄)に
浮 游 に 必 要 な るカ が 生 中 る もの で,他 の面 は この 遶
.携に貳 接 關 係 はfjい
,.この境 界 線 の皿 大 性 の 爲 に,
;一422一.
物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
?
鏤. 127..
綟 状 吸 管説 と名 づ け ら.れたの で あ る・然 る にWark,
Sicdlerの考 は 境 界 線 及a,其 處 に 存在 す る力 が 浮
澁 に必 要.なの で は な くτ,表 面及 び,共 爲 に 存 在 す
るカ が 必 要 で あ る と して居 る・
著 者 は 三槻境 界 線 に於 て,鑛 石 を斌 泡 に安 定 に接
社 せ し め る爲 には.次 の 三 つ の群 を持 つ 仁捕 集粥 の
分 子が 最.も邁 當 で あ る としてna・ 即 ち,① 固 帽iこ
對 す る親 金 屬性 群(mctall。a伍oeGτnPPヒ}②液 帽 に.
對 す る親 水性 群(hydmphileGmppe)③鼠 蝮 に對 す
る統 氣 性 群(AeτophileGruppヒ)の三 つ で あ る・ か く
の 知 く旱 つ の 群 を持 τ る捕 集 鋼 分 子 を'11ripM'.的
構 遭 を排 つ もの と孵 し,儀 もよ く用 ひ られ る捕 集 慨
の 一 つ で あ ろザ.ンセー トの 吸 着 は 圖 の 如 く考 へ られ
る・ か 丶 る分 于が 境 界 線 に 港 つ て.一 列 に捌 し て
伽 誉 祝 と考 へoG)'Pajる『
淨游.の線吸管挽は,今 潅境.
評Yt-ihiに のみ 懸用 され て 來 ～こ
n'stmr岳
t.angmui(一Harl:imの吸 著 蛻 を
境 菊L線の 場 会 に 適 珊,機 張 し
rに 過 ぎない.夂 膜 吸 管娩 と衝 突 す る ものY7dく,
蹟 石が 氣 泡 と.明か に 膜 に よつ て 接 着 す る揚 合・に は,
獏 吸 管説 が 邁.用され る・ 唯 礦 石 が 液 とつ な が る境 界
膜 をrs:らrに、三 租 が 線 状 に境 を接 す る時 に,稼 吸
管 娩 が適minる と して ゐ る・
線 状 吸 蓍 窺 は一 定 の 接 燭 角並;xに 三梱 境 界 線 の存
nと い ふ慕 實 を よ く設 明 しr最 近 の 捕 集 畑 の 機 能 .を
分 干 轟昨造 上力・ら言建明 す る外,捕 集 劑 力鑑實 際 上極 小董ヒ
で 足 る とい ふ事 實 に も遖 合・す る.として ゐ る・
rAほ著 者 の設 に反 對 す る¥¥'ackの異 議 〔ZpLysik.
Chcm.〔.a〕,173.265(1935)〕に 對 して,xは.
R'arkの誤 解 が 甚 だ 多 い とな し,一 々 それ に 解 答 を
輿 へ て は居 な い・11'ado5icd)erの読 と,著 者 の 訛
との是 非 は,讀 者 の剣 噺 に任 せ て ゐ る・(岡 村)
i4.繊合金 上 の 保 謹 漢
F.Fernaick,.ind.Eng,Chem.,27,]095-x.00(1035).
通 常 の 金 屬材 料 の 腐 触 は 外 界 と金 思 とのlifli二防護
膜 を挿 入 す る事 に俵 つ τ の み 防 ぐ事 が 轟 聚 る もG
r,こ の 助護 膜 と しτ 嫁金 屬 自身 で 自然 にre來る被
膜 或 は 他 の 金 昭又 は ペ イ ン ト,セ メ ン ト等 それ 自 身
腐 蝕 に 抵抗 の あ る もの 、被 膜 で あ る.現 往 之 等被 膜





















し球點に至 ると念激にこの電枢 φ電位 が卑Oe誌
.ngblc).になる・此急燮は妓初の重 クロム酸加凰溶液.
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する抵雄 と鯛}二 は一搬 に李行性力`ある事を示し
τ ゐ る9(一 柳)
1.S.彊き蓮 緩 紫 外 ス ペ ク トル光 源
































之 を 陰権 とす る・Sは こ の 陰 趣.を遘 藪 す るNi圓 筒
で陰 拯 に連 絡 し4・さな窓 が つ い て居 る・Aも¥i圓
筒 で陰 趣 とな.る・ 之 に も窓Bが あ つて 翁sの 窓 と重
な る樣 に なつ て 居 る・ 師 ち酸 化 物 陰 櫓 と陽極.との筒
i=生iる虹 光 が この 窓 か ら外 に.r8aわけ で あ.る・W
は放 電 管 壁 の,光 を通 す 窓 で、これ は 石 英 を用 ひ 『鈷
パ イYツ ク ス製 の'u壁を 内面 に吸 込 ん で 薄 くした 丈
で あ る・
この弧 光 電流 はLsAmi旦,.で,(窓のi酊積 は2mm'一)
75.△田P窪が の"p'JHとなb・D囗RenAad<等のGの
900倍め強 さを得 た事 にtyる・ 勿論 管 内 にE3He.Ar,
H,・或 は それ らの混 合 物 を入 れ る事 に俵 て夫 々桔 殊
な スペ ク トル部 分 を得 る.事が 出 來 る・(後藤)
.
も
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